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Abstract   A single specimen (43.8 mm standard length) of Suttonia coccinea Endo and 
Kenmotsu, 2013 (Perciformes: Serranidae), previously known only from the holotype from 
Okino-shima island, Kochi Prefecture, was located in the Yokosuka City Museum 
collection, having been collected from Ishigaki-jima island, Yaeyama Islands, Japan on 4 
July 2000. The specimen represents only the second known record of S. coccinea.
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ハタ科クレナイトゲメギス属（Serranidae: Suttonia）
は，世界にクレナイトゲメギス Suttonia coccinea 

Endo and Kenmotsu, 2013，カザンクレナイトゲメギス
Suttonia lineata Gosline, 1960，および Suttonia suttoni 
Smith, 1953の 3有効種が報告されており，日本から
は前者 2種が記録されている（Endo and Kenmotsu, 
2013；Yoshida et al., 2018）．

2000年 7月 4日に沖縄県石垣島の御神崎で S. 
coccineaに同定される 1個体（標準体長 43.8 mm）
が採集された．本種はこれまで高知県沖の島から
ホロタイプの 1個体が記録されているのみである．
本報告ではクレナイトゲメギス S. coccineaの形態
的特徴や分布状況に関する知見の蓄積のため，石
垣島産の標本を詳細に記載した．
計数・計測方法は Randall and Baldwin（1997）

にしたがった．本報告に用いた標本は横須賀市自
然・人文博物館に保管されている．本報告に用い
た研究機関略号は NSMT（国立科学博物館）と

YCM（横須賀市自然・人文博物館）である．

Suttonia coccinea Endo and Kenmotsu, 2013
クレナイトゲメギス（Fig. 1）

標 本　YCM-P 45135，標準体長 43.8 mm，沖縄
県八重山諸島石垣島御神崎（北緯 24度 27分，東
経 124度 04分），水深 28 m，萩原清司，手網，
2000年 7月 4日．

記載　背鰭条数 VII, 23；臀鰭条数 III, 18；胸鰭
条数 15；腹鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 22；縦列鱗
数 50；総鰓耙数 13．
体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

体高 31.5；体幅 16.4；頭長 39.5；吻長 7.3；眼径
8.4；両眼間隔（骨質部で測定）2.7；上顎長 20.1；
尾柄高 4.8；尾柄長 11.0；背鰭前長 38.4；背鰭基
底長 62.1；背鰭第 1棘長 4.6；背鰭最長棘条長 8.2；
背鰭最終棘長 7.8；背鰭最長軟条長 16.4（第 20軟
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条）；臀鰭前長 62.6；臀鰭基底長 31.5；臀鰭第 1
棘長 3.7；臀鰭第 2棘長 6.2；臀鰭第 3棘長 5.3；
臀鰭最長軟条長 14.6（第 17軟条）；尾鰭長 24.2；
胸鰭長 29.2；腹鰭前長 33.6；腹鰭棘長 5.0；腹鰭
最長軟条長 11.4．頭長に対する割合（%）：吻長
18.5；眼径 21.4；両眼間隔 6.9；上顎長 50.9；下顎
長 61.8．
体は細長く側扁する．吻端から背鰭起部にかけ

ての背面は緩やかに曲がる．前鼻孔は長い鼻管を
有し，その先端が開孔する．後鼻孔は孔状で，眼
前縁近くに開孔する．前鰓蓋骨上に斜め後方を向
く 1棘を有する．口は大きく，主上顎骨後端は眼
の後縁よりも後方に達する．両顎に絨毛状の歯帯
をもち，上顎の縫合部付近に 1対の犬歯状歯を有
する．鋤骨に V字状の絨毛状の歯帯がある．口
蓋骨に 1–3列の絨毛状歯をそなえる．
体は全体が櫛鱗で被われる．体側鱗の露出部に

分布する小棘の先端は体側鱗の後端に達しない．
背鰭棘部と軟条部，臀鰭，および尾鰭の基底付近
は細かい鱗で被われる．胸鰭内側基部に鱗を有す
る．側線は不完全で，鰓蓋上方から背鰭第 4棘基
部直下にかけて緩やかに上昇し，背鰭第 4軟条基
部直下付近で途切れる．最長の背鰭棘は第 6棘．
背鰭軟条部の輪郭は丸みをおび，軟条はすべて分
枝する．最長の臀鰭棘は第 2棘．臀鰭軟条部の輪
郭は丸みをおび，軟条はすべて分枝する．胸鰭後
端は背鰭第 2軟条基部直下に達する．腹鰭起部は
胸鰭基底部上端直下よりわずかに前方に位置し，
たたんだ腹鰭の後端は背鰭第 4棘基部直下に達す
る．尾鰭は丸みをおびる．

固定後の体色　体全体は淡黄色を呈する．頭部
は淡黄色で，吻端から前鰓蓋骨にかけての頭部背
側は黒褐色を呈し，鰓蓋上方に眼径よりやや小さ
い 1黒褐色斑を有する．頭部正中線上に白色線を
有する．各鰭は半透明．

分布　本種は高知県沖の島（Endo and Kenmotsu, 
2013）と沖縄県石垣島（本研究）から記録されて
いる．沖の島産標本は水深 16 mから，石垣島産
標本は水深 28 mから得られた．

備考　記載標本は背鰭条数が VII, 23であること，
臀鰭条数が III, 18であること，胸鰭軟条数が 15で
あること，頭部正中線上に白色線を有すること，お
よび体側鱗の露出部に分布する小棘の先端が体側
鱗の後端に達しないことからクレナイトゲメギス属
に同定された（Randall and Baldwin, 1997；Endo and 
Kenmotsu, 2013；吉田・本村，2014；Yoshida et al., 
2018；本研究）．さらに，本標本は側線有孔鱗数が
26より少ないこと，頭長に対する下顎長の割合が
62.5%以下であること，体長に対する腹鰭長の割合
が 13.0%以下であること，鰓蓋に輪郭に 1黒色斑
を有することなどが，Endo and Kenmotsu（2013）の
報告した Suttonia coccineaの記載とよく一致したた
め，本種に同定された．本標本の側線有孔鱗数は
22であり，彼らが記載した S. coccineaのホロタイ
プ（NSMT-P 110917，標準体長 65.1 mm）の 26より
少ない．しかし，同属他種の S. lineataでは側線有
孔鱗について 35–41枚と幅広い変異が確認されて
いることから（Endo and Kenmotsu, 2013），石垣島産
標本の側線有孔鱗数は種内変異の範疇であると判
断した．

Fig. 1.　Preserved specimen of Suttonia coccinea from Ishigaki-jima island, Yaeyama Islands, Okinawa, Japan 
(YCM-P 45135, 43.8 mm standard length).
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クレナイトゲメギスはホロタイプが知られてい
るのみであるため，本研究で記載した石垣島産の
1個体は本種の 2個体目の記録である．
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